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概要 

Abstract 

A.fumigatus は血液疾患等の免疫抑制患者に発症する深在性真菌症の原

因真菌である. 現在,A.fumigatus の研究は動物実験が主流であり, in 
vitro で A.fumigatus と細胞間の相互関係を評価できる実験系は限られ

ている. 我々は蛍光イメージングと電気抵抗値を用いることで 糸状菌

の成長と細胞障害を連続的にモニタリングできる機器（xCELLigence 

eSight(Aglient社)）を利用して, THP-1細胞由来マクロファージ(Mφ)

および A549肺胞上皮細胞と A.fumigatusとの相互作用を評価した。Mφ

では約 24時間, A549細胞は約 48時間で電気抵抗値の低下が始まるが,

電気抵抗値の低下は細胞接着面からの遊離もしくはタイトジャンクシ

ョンの崩壊を示唆しており,糸状菌による細胞障害の定量化に成功し

た. 肺胞上皮細胞は Mφと比較して長時間生存し, 菌糸成長を抑制して

いることから, 宿主内においても肺胞上皮細胞が細胞間接着や内在化

などにより A.fumigatusの感染防御に大きな役割を果たしている可能性

が示唆された.さらに,抗真菌薬を添加した細胞障害の定量的評価につ

いても言及する.  
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